
　

日

本

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

安

全

保

障

に

お

い

て

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

安

定

調

達

は

、

国

家

の

存

立

に

関

わ

る

最

重

要

課

題

の

一

つ

だ

。

特

に

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

紛

争

や

緊

迫

化

す

る

中

東

情

勢

と

い

っ

た

地

政

学

リ

ス

ク

が

顕

在

化

す

る

中

、

日

本

の

バ

イ

ヤ

ー

は

常

に

供

給

確

保

と

高

騰

す

る

価

格

負

担

と

い

う

二

重

の

困

難

に

直

面

し

て

き

た

。

こ

う

し

た

背

景

か

ら

、

地

政

学

リ

ス

ク

が

比

較

的

低

い

米

国

産

Ｌ

Ｎ

Ｇ

へ

の

期

待

は

極

め

て

高

い

。

し

か

し

、

中

東

産

に

比

べ

て

輸

送

距

離

が

長

く

、

コ

ス

ト

高

に

な

り

が

ち

な

米

国

産

が

、

真

に

日

本

の

救

世

主

と

な

り

得

る

の

か

。

そ

の

答

え

を

導

き

出

す

た

め

に

は

、

現

在

進

行

中

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

や

米

国

内

の

市

場

環

境

を

冷

静

に

分

析

す

る

必

要

が

あ

る

。

　

米

国

産

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

文

脈

で

し

そ

じ

ょ

う

ば

し

ば

議

論

の

俎

上

に

載

る

の

が

「

ア

ラ

ス

カ

Ｌ

Ｎ

Ｇ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

で

あ

る

。

地

理

的

に

日

本

に

近

く

、

戦

略

的

な

意

義

が

大

き

い

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

、

数

年

前

と

比

べ

れ

ば

確

か

に

現

実

味

を

帯

び

て

き

た

よ

う

に

見

え

る

。

し

か

し

、

筆

者

は

そ

の

経

済

的

妥

当

性

に

つ

い

て

は

依

然

と

し

て

極

め

て

不

透

明

で

あ

る

と

考

え

て

い

る

。

ア

ラ

ス

カ

Ｌ

Ｎ

Ｇ

は

商

業

面

で

の

し

ん

ち

ょ

く

進

�

が

報

じ

ら

れ

て

い

る

も

の

の

、

締

結

さ

れ

て

い

る

契

約

の

多

く

は

非

拘

束

的

な

合

意

に

と

ど

ま

っ

て

お

り

、

投

資

判

断

を

下

す

に

は

リ

ス

ク

が

あ

ま

り

に

高

い

。

　

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

は

、

主

に

二

つ

の

巨

大

な

ハ

ー

ド

ル

が

存

在

す

る

。

第

一

の

ハ

ー

ド

ル

は

、

全

長

約

１

３

０

０

㌔

㍍

に

及

ぶ

広

大

な

ガ

ス

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

の

建

設

で

あ

る

。

現

時

点

で

こ

の

事

業

の

資

金

手

当

て

は

完

了

し

て

お

ら

ず

、

仮

に

資

金

が

確

保

で

き

た

と

し

て

も

、

環

境

訴

訟

と

い

う

厚

い

壁

が

立

ち

は

だ

か

る

。

米

国

に

お

け

る

環

境

関

連

の

法

的

争

い

は

数

百

万

㌦

規

模

の

費

用

と

数

年

単

位

の

時

間

を

浪

費

さ

せ

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

停

滞

さ

せ

る

要

因

と

な

る

。

　

第

二

の

ハ

ー

ド

ル

は

、

驚

異

的

な

規

模

の

建

設

コ

ス

ト

で

あ

る

。

最

新

の

試

算

で

は

総

事

業

費

は

４

０

０

億

～

４

４

０

億

㌦

と

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

は

あ

く

ま

で

現

在

の

前

提

に

基

づ

く

数

字

に

過

ぎ

な

い

。

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

の

資

金

調

達

や

法

的

課

題

の

解

消

に

今

後

�

年

を

要

す

る

と

仮

定

す

れ

ば

、

そ

の

間

に

イ

ン

フ

レ

や

労

務

費

の

高

騰

に

よ

っ

て

、

コ

ス

ト

は

さ

ら

に

１

０

０

億

～

１

５

０

億

㌦

上

振

れ

す

る

可

能

性

が

極

め

て

高

い

。

　

さ

ら

に

、

ア

ラ

ス

カ

州

南

部

ニ

キ

ス

キ

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

積

み

出

し

基

地

建

設

も

、

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

の

確

実

性

が

確

保

さ

れ

な

い

限

り

、

最

終

的

な

投

資

決

定

は

下

せ

な

い

。

こ

の

よ

う

に

、

ハ

ー

ド

ル

が

連

鎖

す

る

構

造

に

な

っ

て

い

る

の

が

実

態

で

あ

る

。

筆

者

は

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

が

成

功

す

る

確

率

を

�

％

程

度

と

予

測

し

て

い

る

が

、

そ

の

真

実

が

判

明

す

る

の

は

少

な

く

と

も

�

年

先

の

こ

と

だ

ろ

う

。

従

っ

て

、

ア

ラ

ス

カ

Ｌ

Ｎ

Ｇ

が

日

本

の

足

元

の

供

給

不

安

を

直

接

解

消

す

る

特

効

薬

に

な

る

と

考

え

る

の

は

早

計

で

あ

る

。

　

日

本

が

米

国

産

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

メ

リ

ッ

ト

を

享

受

す

る

た

め

に

は

、

ア

ラ

ス

カ

の

よ

う

な

巨

大

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

実

現

を

待

つ

の

で

は

な

く

、

既

存

の

供

給

構

造

の

中

で

い

か

に

交

渉

力

を

高

め

る

か

を

考

え

る

べ

き

だ

。

　

次

回

は

、

米

国

の

ガ

ス

資

産

へ

の

直

接

投

資

や

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

と

い

う

、

よ

り

能

動

的

な

戦

略

に

つ

い

て

論

じ

て

い

く

。

（

つ

づ

く

）



　

米

国

産

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

調

達

に

お

い

て

、

日

本

企

業

に

と

っ

て

最

大

の

障

壁

は

「

経

済

性

」

で

あ

る

。

通

常

、

日

本

へ

の

配

送

コ

ス

ト

を

含

め

た

価

格

設

定

で

は

、

バ

イ

ヤ

ー

は

売

り

手

の

提

示

条

件

を

受

け

入

れ

る

し

か

な

い

。

し

か

し

、

一

部

の

先

進

的

な

日

本

の

バ

イ

ヤ

ー

は

、

こ

の

構

造

を

打

破

す

る

た

め

に

米

国

の

ガ

ス

資

産

へ

の

直

接

投

資

と

い

う

戦

略

を

打

ち

出

し

て

い

る

。

　

投

資

の

形

態

は

、

大

き

く

分

け

て

「

Ｌ

Ｎ

Ｇ

輸

出

タ

ー

ミ

ナ

ル

へ

の

投

資

」

「

ガ

ス

田

の

取

得

」

「

ガ

ス

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

事

業

の

立

ち

上

げ

」

の

三

つ

が

あ

る

。

ま

ず

Ｌ

Ｎ

Ｇ

輸

出

タ

ー

ミ

ナ

ル

へ

の

投

資

は

、

一

定

の

オ

フ

テ

イ

ク

（

引

き

取

り

）

能

力

を

確

保

で

き

る

た

め

、

供

給

安

定

に

は

寄

与

す

る

。

し

か

し

、

こ

れ

だ

け

で

は

運

用

の

柔

軟

性

や

経

済

的

な

オ

プ

シ

ョ

ン

価

値

（

市

場

価

格

の

変

動

を

利

用

し

た

利

益

創

出

）

は

限

定

的

で

あ

る

。

　

こ

れ

に

対

し

、

近

年

注

目

さ

れ

て

い

る

の

が

「

ガ

ス

田

の

直

接

所

有

」

と

「

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

事

業

」

の

相

乗

効

果

で

あ

る

。

自

ら

ガ

ス

田

を

所

有

し

て

い

れ

ば

、

米

国

内

の

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

の

混

雑

や

供

給

不

足

と

い

っ

た

物

流

リ

ス

ク

を

回

避

し

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

基

地

へ

確

実

に

原

料

を

送

り

込

む

こ

と

が

可

能

に

な

る

。

　

さ

ら

に

重

要

な

の

が

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

機

能

で

あ

る

。

米

国

の

ガ

ス

市

場

は

世

界

で

最

も

流

動

性

が

高

く

、

透

明

な

市

場

で

あ

る

。

こ

こ

で

事

業

を

展

開

す

る

こ

と

で

、

例

え

ば

「

日

本

に

運

ぶ

よ

り

も

、

米

国

内

市

場

で

転

売

し

た

方

が

利

益

が

出

る

」

と

い

っ

た

状

況

で

、

機

動

的

に

販

売

先

を

変

更

で

き

る

柔

軟

性

が

手

に

入

る

。

収

益

化

の

手

段

は

多

岐

に

わ

た

り

、

先

物

、

ス

ワ

ッ

プ

、

貯

蔵

、

さ

ら

に

は

現

地

の

発

電

所

へ

の

直

接

販

売

ま

で

含

ま

れ

る

。

こ

う

し

た

多

層

的

な

収

益

構

造

を

構

築

で

き

れ

ば

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

単

な

る

「

購

入

者

」

か

ら

「

市

場

参

加

者

」

へ

と

進

化

し

、

調

達

コ

ス

ト

を

実

質

的

に

引

き

下

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

　

戦

略

を

構

築

す

る

上

で

欠

か

せ

な

い

の

が

価

格

予

測

で

あ

る

。

筆

者

は

向

こ

う

２

年

間

の

ヘ

ン

リ

ー

ハ

ブ

価

格

に

つ

い

て

、

３

・

�

㌦

か

ら

４

・

�

㌦

の

範

囲

で

推

移

す

る

と

み

て

い

る

。

昨

今

の

価

格

推

移

を

振

り

返

れ

ば

、

２

・

５

㌦

か

ら

５

・

３

㌦

の

間

で

激

し

く

上

下

し

て

お

り

、

ボ

ラ

テ

ィ

リ

テ

ィ

の

高

さ

が

浮

き

彫

り

と

な

っ

て

い

る

。

　

２

０

２

７

年

以

降

の

価

格

を

左

右

す

る

最

大

の

要

因

は

「

リ

グ

数

（

掘

削

活

動

）

」

の

推

移

で

あ

る

。

過

去

３

年

間

、

米

国

内

の

リ

グ

数

は

緩

や

か

に

減

少

し

て

お

り

、

熟

練

労

働

者

の

不

足

や

新

規

建

造

の

遅

れ

か

ら

、

供

給

が

急

激

に

拡

大

す

る

可

能

性

は

低

い

。

供

給

の

伸

び

が

年

率

１

～

２

％

に

と

ど

ま

る

一

方

で

、

需

要

側

に

は

強

力

な

押

し

上

げ

要

因

が

存

在

す

る

。

ト

ラ

ン

プ

政

権

に

よ

る

輸

出

拡

大

策

に

加

え

、

Ａ

Ｉ

普

及

に

伴

う

デ

ー

タ

セ

ン

タ

ー

の

膨

大

な

電

力

需

要

、

そ

し

て

製

造

業

の

国

内

回

帰

（

再

工

業

化

）

で

あ

る

。

　

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

は

大

統

領

の

交

代

に

よ

っ

て

揺

れ

動

く

が

、

最

終

的

に

価

格

を

決

定

す

る

の

は

市

場

の

ダ

イ

ナ

ミ

ク

ス

で

あ

る

。

次

号

で

は

、

こ

れ

ら

の

需

給

バ

ラ

ン

ス

が

日

本

の

バ

イ

ヤ

ー

に

ど

の

よ

う

な

含

意

を

も

た

ら

す

の

か

、

最

終

的

な

展

望

と

提

言

を

ま

と

め

る

。

（

つ

づ

く

）



　

米

国

ガ

ス

市

場

の

将

来

を

占

う

上

で

、

現

在

最

も

注

目

す

べ

き

は

「

電

力

需

要

の

爆

発

的

増

加

」

と

、

そ

れ

を

賄

う

「

電

源

構

成

」

の

変

化

で

あ

る

。

今

後

�

年

で

米

国

の

電

力

需

要

は

�

％

増

加

す

る

と

予

測

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

増

分

を

巡

っ

て

ガ

ス

火

力

と

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

激

し

い

競

争

を

繰

り

広

げ

て

い

る

。

　

現

在

、

米

国

の

新

規

電

源

の

約

�

％

を

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

（

太

陽

光

・

風

力

）

が

占

め

て

い

る

。

今

後

�

年

で

ガ

ス

火

力

は

１

５

０

㌐

㍗

増

加

す

る

見

通

し

だ

が

、

再

エ

ネ

は

１

千

㌐

㍗

と

い

う

桁

違

い

の

規

模

で

導

入

さ

れ

る

予

測

も

あ

る

。

　

筆

者

の

予

測

で

は

、

再

エ

ネ

と

蓄

電

池

の

組

み

合

わ

せ

が

、

ガ

ス

火

力

で

は

到

底

太

刀

打

ち

で

き

な

い

ほ

ど

の

低

コ

ス

ト

で

電

力

需

要

を

賄

う

よ

う

に

な

る

。

こ

れ

が

実

現

す

れ

ば

、

米

国

内

の

ガ

ス

需

要

は

平

準

化

さ

れ

、

結

果

と

し

て

ガ

ス

価

格

、

ひ

い

て

は

米

国

産

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

供

給

価

格

を

押

し

下

げ

る

要

因

と

な

る

。

も

し

他

国

の

供

給

体

制

が

安

定

す

れ

ば

、

米

国

の

ガ

ス

価

格

は

２

～

３

㌦

の

レ

ン

ジ

ま

で

下

落

し

、

世

界

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

価

格

を

け

ん

引

す

る

形

で

価

格

低

下

を

も

た

ら

す

可

能

性

が

あ

る

。

た

だ

し

、

移

行

期

に

は

少

な

く

と

も

５

年

間

の

激

し

い

市

場

の

混

乱

が

続

く

だ

ろ

う

。

　

以

上

の

よ

う

な

分

析

を

踏

ま

え

、

私

が

日

本

の

大

手

エ

ネ

ル

ギ

ー

企

業

の

経

営

責

任

者

で

あ

れ

ば

、

ど

の

よ

う

な

戦

略

を

と

る

か

。

結

論

は

明

確

で

あ

る

。

　

第

一

に

、

米

国

の

ガ

ス

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

市

場

に

直

接

参

入

し

、

市

場

の

呼

吸

を

体

系

的

に

把

握

す

る

。

そ

の

上

で

、

価

格

が

３

㌦

以

下

の

水

準

に

下

落

し

た

タ

イ

ミ

ン

グ

を

見

計

ら

っ

て

ガ

ス

田

へ

の

投

資

を

実

行

す

る

。

重

要

な

の

は

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

タ

ー

ミ

ナ

ル

へ

の

投

資

は

行

わ

ず

、

ア

ラ

ス

カ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

も

見

送

る

こ

と

だ

。

米

国

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

輸

出

施

設

は

将

来

的

に

過

剰

建

設

に

な

る

と

予

想

さ

れ

る

た

め

、

施

設

を

持

つ

よ

り

も

「

分

子

（

ガ

ス

そ

の

も

の

）

」

を

保

有

し

、

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

で

柔

軟

性

を

確

保

す

る

方

が

合

理

的

だ

か

ら

だ

。

　

一

方

で

、

リ

ソ

ー

ス

に

限

り

の

あ

る

都

市

ガ

ス

会

社

な

ど

は

、

自

ら

ガ

ス

田

を

持

つ

こ

と

は

現

実

的

で

は

な

い

。

そ

の

場

合

、

管

理

す

べ

き

は

「

供

給

」

で

は

な

く

「

価

格

リ

ス

ク

」

で

あ

る

。

具

体

的

に

は

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

・

マ

ー

カ

ン

タ

イ

ル

取

引

所

（

Ｎ

Ｙ

Ｍ

Ｅ

Ｘ

）

に

ガ

ス

先

物

口

座

を

開

設

し

、

ヘ

ッ

ジ

手

法

を

習

得

す

る

こ

と

を

強

く

勧

め

る

。

世

界

の

主

要

な

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

企

業

は

一

様

に

こ

の

市

場

を

利

用

し

て

お

り

、

米

国

の

価

格

と

世

界

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

価

格

の

相

関

性

は

極

め

て

高

い

。

先

物

ヘ

ッ

ジ

は

、

海

外

に

拠

点

を

置

か

ず

と

も

、

自

席

か

ら

実

行

可

能

な

戦

略

で

あ

る

。

外

部

の

専

門

企

業

に

委

託

す

る

か

、

自

社

で

ノ

ウ

ハ

ウ

を

蓄

積

し

て

内

製

化

す

る

か

と

い

う

選

択

肢

は

あ

る

が

、

い

ず

れ

に

せ

よ

「

市

場

価

格

を

甘

受

す

る

」

と

い

う

受

動

的

な

姿

勢

か

ら

脱

却

す

る

こ

と

が

肝

要

で

あ

る

。

　

米

国

産

Ｌ

Ｎ

Ｇ

は

、

単

に

「

買

う

」

だ

け

で

は

日

本

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

課

題

の

解

決

策

に

は

な

り

得

な

い

。

し

か

し

、

米

国

内

の

流

動

的

な

市

場

を

深

く

理

解

し

、

資

産

保

有

や

金

融

手

法

を

駆

使

し

て

「

市

場

の

一

部

」

と

な

る

こ

と

で

、

初

め

て

強

力

な

武

器

と

な

る

。

　

変

化

の

激

し

い

エ

ネ

ル

ギ

ー

情

勢

に

お

い

て

、

日

本

の

バ

イ

ヤ

ー

に

は

、

固

定

観

念

に

縛

ら

れ

な

い

多

層

的

な

戦

略

構

築

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

私

の

見

解

が

、

日

本

企

業

の

次

な

る

一

手

の

一

助

と

な

れ

ば

幸

い

で

あ

る

。

（

お

わ

り

）


